
目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

部内でつくば市環境審議会の構造について協議を行い、統一的な組織構造案を作成する。

環境行政は多岐にわたることから、つくば市環境審議会のほ
かに、審議会や懇話会が存在しており、環境基本計画を審議
するつくば市環境審議会を頂点としたピラミッド構造ではな
いことから、計画ごとに共通の将来像や目標を設定すること
に障害がある。

・審議会開催日程の調整、会議資料の作成を行う。

第３次環境基本計画、第５次つくば市きれいなまちづくり行
動計画について審議することで、専門的な知見や市民意見を
反映して計画案を作ることができた。

・委員の日程調整
・審議会の開催
※案件
　環境基本計画の改定
　きれいなまちづくり行動計画の改定

つくば市環境審議会計６回開催
第１回：５月30日、第２回：７月24日、第３回：８月20日、
第４回：10月９日、第５回：11月12日、第６回：２月14日
（審議内容：第３次つくば市環境基本計画、第５次つくば市
きれいなまちづくり行動計画の策定について）
答申：３月18日

継続

つくば市環境審議会運営事業

職員のみ

01-040107-11 環境政策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

環境基本法

　市長の諮問に応じて、環境保全に関する基本的な事項につ
いて調査審議する。

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

614

生活環境部環境政策課

計画管理係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

         854        2,588

4

4

3

3

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

法令等により、市の実施が定められている。

他の事業に優先して進める必要がある。

         0.10          0.30

         0.00          9.25

無 無

         706        2,058

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         148          530            0            0

         148          530            0            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

特になし

特になし

・前年度のつくば市の環境に関するデータや第２次つくば市
　環境基本計画にある関連施策の進捗状況について、関係各
　課から取りまとめて作成し、製本及びホームページにて公
　表する。

環境データを公表することで、市民に対して市域の環境情報
を提供することができた。

・H30年度版「つくば市環境白書」を上半期（９月末）まで
　に作成
・関係部署に依頼
・完成後にホームページで公表

５月　環境基本計画実績確認
　　　環境白書構成・デザイン検討
６月　環境白書データ作成委託契約締結
９月　環境白書データ完成、公表

継続

つくば市環境白書作成事業

一部委託

01-040107-11 環境政策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

第２次つくば市環境基本計画

　つくば市の環境の状況、環境保全に関する施策の実施状況
を広く市民や事業者に公表する。

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

615

生活環境部環境政策課

計画管理係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

       1,166        1,578

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.10          0.20

        14.95         10.50

無 無

         744        1,383

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         422          195            0            0

         422          195            0            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

次期計画の進行管理は、関係計画の進行管理と連携して簡潔な手法を構築する。

次期計画の進行管理手法が未定であり、検討が必要である。

・第２次環境基本計画に掲げる関連施策に該当する事業の目
　的・目標について、関係各課に事業進行管理調査票の提出
　を依頼し維持管理を行う。
・第２次環境基本計画がH31年度（2019年度）で計画期間を
　終えることから、H32年４月の施行に向けて計画改定を行
　う。

目指すべき環境像である「循環・共存・協働のまち」の実現
に向けて、環境基本計画の推進を図ることができた。
また、現計画の検証結果を示すとともに、新たな将来像や取
組を記載した次期計画を作成することができた。

・半期ごとに事業の進捗状況を調査し、環境管理委員会で進
　行管理を行う。
・環境審議会に諮問を行い、計画を改定する。

５月　昨年度実績取りまとめ、第１回環境審議会
６月　環境管理委員会で実績報告、今年度目標設定
７月　第２回環境審議会（次年度計画骨子案）
８月　第３回環境審議会（将来像、体系等審議）
10月　第４回環境審議会（事務局原案審議）
　　　環境基本計画半期実績取りまとめ
11月　環境管理委員会で今年度半期実績報告
　　　第５回環境審議会でパブリックコメント原案策定
２月　第６回環境審議会で審議会素案作成

継続

環境基本計画進行管理事業

職員のみ

01-040107-11 環境政策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

第２次つくば市環境基本計画

　環境基本計画は総合計画を環境の保全面から具現化するも
のであり、目視すべき環境像である「循環・共存・協働のま
ち」の実現に向けて、環境施策の実効性を確保していく。

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

616

生活環境部環境政策課

計画管理係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

       7,350       12,615

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         1.00          0.80

        90.25         78.00

有 有

       7,281        5,619

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

          69        6,996            0            0

          69        6,996            0            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

特になし

特になし

・環境管理システムの職員研修の実施、内部環境監査実施、
　外部審査による認証維持、環境管理委員会を開催し目的
　・目標の進捗確認を行う。

外部審査（更新審査）を受審した結果、「向上」の評価を受
けた。なお、環境に関する重大な法令違反等は発生しなかっ
た。

・各種研修・内部監査・マネジメントレビュー・環境管理委
　員会等を実施し、外部審査（更新審査）を受審して
　ISO14001の認証を維持する。

４月　ISO14001推進責任者研修の実施
６月　第１回環境管理委員会
　　　環境管理責任者、環境管理委員研修
11月　第２回環境管理委員会
１月　外部更新審査
１～２月　内部環境監査

継続

ISO14001認証維持事業

一部委託

01-040107-13 つくば市環境改善に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　つくば市役所が市内事業所の一つとして「つくば市環境管
理システム」を構築し、率先して環境保全活動及び事務事業
に係る環境負荷を低減させることにより模範を示し、環境問
題への取組を普及させる。

つくば市役所でISO14001で管理の対象となっている環境法令について、逸脱がないようにする。

環境法令の逸脱

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

617

活動指標

生活環境部環境政策課

計画管理係

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

       4,599        4,528

2

4

-

1

今後は減少すると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今年度で事業が終了する。

事業の継続について検討する必要がある。

         0.20          0.30

        28.90         70.65

有 無

       1,484        2,209

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       3,115        2,319            0            0

       3,115        2,319            0            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

茨城県の補助制度を活用することで財源を確保し、実状に合った補助制度となるよう見直しを実施することにより、適正
に補助金を交付する。

補助金について財源を確保するとともに、実状に合わせた補
助制度（金額、件数等）となるよう見直しが必要である。

・クリーンエネルギー機器等の購入者を対象に、補助金を交
　付する。

　クリーンエネルギー機器設置及びクリーンエネルギー自動
車購入者に対し、補助金を交付したことにより普及促進に貢
献することができた。

・蓄電池、燃料電池、太陽熱温水器、電気自動車、燃料電池
車の設置又は購入時に補助金を交付

補助実績
　蓄電池：114件　燃料電池：98件　太陽熱温水器：0件　EV
：17件　FCV：0件

継続

クリーンエネルギー機器等購入補助事業

職員のみ

01-040107-25 低炭素な街づくりの推進に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

       212.0

        17.0

         0.0

         0.0

つくばクリーンエネルギー機器設置事業補助金及びク
 リーンエネルギー自動車購入補助金交付要綱

つくば環境スタイル“SMILe（つくば市環境モデル都
市行動計画）

　機器設置費用の一部を補助することでクリーンエネルギー
機器を普及させ、民生部門におけるCO2排出削減を図り地球
温暖化防止に寄与するため。

クリーンエネルギー機器(蓄電池、燃料電池、太陽熱温水器、太陽熱利用給湯器)の補助件数

クリーンエネルギー機器補助件数

クリーンエネルギー自動車補助件数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

       220.0

        45.0

       300.0

        21.0

任意的事務

□

■

■

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

618

活動指標

活動指標

生活環境部環境政策課

推進係

件

件

一般財源



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

クリーンエネルギー機器設置補助金：15,000千円
クリーンエネルギー自動車購入補助金：700千円

      44,409       15,751

拡充

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.75          0.70

       115.00         25.00

有 有

       5,579        4,811

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

クリーンエネルギー自動車(電気自動車、燃料電池車)の補助件数

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

クリーンエネルギー機器はニーズが多く、低炭素な街づくりのほか防災の観点からも有効な機器
であるので、補助件数を増やすため。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

      42,050       10,940       15,700            0

      -3,220            0            0            0

      38,830       10,940       15,700            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

見学会実施箇所を新規開拓し、新たな参加者が応募しやすい募集方法を検討する。

見学会実施箇所の新規開拓、新規参加者が応募しやすい募集
方法の検討が必要である。

・新エネルギーの普及促進を図る。
・次世代エネルギーパークの見学会を開催することにより、
　企業等の最先端のエネルギーの取組を市民に理解していた
　だき、環境意識の啓発を図る。

見学会を開催し、次世代エネルギーへの関心と理解を深めて
もらうことができた。

・公共施設の太陽光発電データ収集
・茨城県次世代エネルギーパーク推進協議会視察研修
　（12月実施予定）
・茨城県次世代エネルギーパーク見学会開催
　（８月実施予定）

・公共施設の太陽光発電データ収集：市内15箇所
・次世代エネルギーパーク見学会開催：

継続

新エネルギー等普及促進事務

職員のみ

01-040107-25 低炭素な街づくりの推進に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

        40.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば環境スタイル“SMILe（つくば市環境モデル都
市行動計画）

　新エネルギーの普及促進・周知を行うことにより、市民の
環境意識啓発を図る。

次世代エネルギーパーク見学会の参加者数

見学者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

        35.0

         0.0

        35.0

         0.0

任意的事務

■

□

■

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

619

生活環境部環境政策課

推進係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

電気料：37千円
施設修繕料：1,244千円
損害保険料：33千円
施設管理委託料：822千円
風力発電跡地除草業務委託料：484千円
見学会バス賃借料：141千円
エネルギーパーク協議会負担金：50千円

       3,982        4,364

維持

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.25          0.30

        11.00         12.00

無 無

       1,793        2,065

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       2,189        2,299        2,811            0

       2,189        2,299        2,811            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

関係各課に向けて補助メニューの紹介や省エネ診断への参加を募ることで、施設所管課の省エネ改修への意欲増進を図る

省エネ改修事業は、稼働率が非常に高い施設を除き、早期の
費用改修が可能なものばかりではないため、国庫補助事業等
の活用が不可欠であることから、環境政策課で複数事業を継
続的に実施することは困難である。

・職員研修の実施、「環境配慮手順書」に基づき温室効果ガ
　ス排出削減の取組を行い「プログラム確認表」で半期ごと
　に進捗管理を行う。
・公共施設の省エネ化を図るために設備改修を行う。

補助金を活用し、省エネ改修ESCO事業を実施した。２か年計
画で初年度の今年度は主に照明設備を改修した。見込みとし
年間電気料金2,664千円から813千円の削減（▲1,851千円）
CO2削減量82t-CO2から25t-CO2の削減（▲57t-CO2）

・省エネ対策として、LED化、省エネ機器導入を実施できる
　ように、省エネ診断等を活用し、環境管理委員会で協議を
　行って公共施設の省エネ改修案を計画に盛り込む。
・大穂庁舎及び谷田部交流センターESCO事業について環境省
　補助を活用して実施する。
　ただし、補助金の活用が望めない場合は、実施しない。

６月　環境管理委員会
９月　省エネ改修ESCO事業補助金内示
９～１月　省エネ改修ESCO事業（大穂庁舎・谷田部交流セン
ター）
２月　ESCO事業補助金実績報告

継続

地球温暖化対策実行計画（事務事業編）推進事業

一部委託

01-040107-14 地球温暖化対策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         1.0

         0.0

         0.0

         0.0

地球温暖化対策の推進に関する法律

つくば市役所地球温暖化対策実行計画（事務事業編）

　つくば市役所の全ての事務事業活動によって排出される温
室効果ガスの排出量を削減する。

省エネ改修に向けて、専門家による省エネ又は節電診断を受ける。

省エネ診断受診件数

つくば市二酸化炭素排出削減量

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         1.0

         0.0

         1.0

         0.0

         1.0

         0.0

法定事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

623

活動指標

成果指標

生活環境部環境政策課

計画管理係

件

CO2-t



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

      12,283       43,311

3

4

3

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

法令等により、市の実施が定められている。

継続して実施する必要がある。

         1.50          0.90

       363.75        414.40

有 無

      11,489        7,125

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         794       36,186            0            0

         794       36,186            0            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

進捗管理については、外部委員で構成する進捗懇話会のコアメンバーを検討し、具体化する必要がある。

新たな地球温暖化対策実行計画の進捗管理の手法について検
討する必要がある。

・つくば環境スタイル“SMILe”に掲げられた施策の進捗状
　況を把握し、評価、見直しを行う。
・成果を国へ報告し、国の評価を経て公表するほか、各施策
　についてホームページ等で情報発信する。
・現行計画が計画期間の終了を迎えることから、次期計画を
　地球温暖化対策実行計画（区域施策編）として策定する。

環境モデル都市アクションプランの平成30年度実績の報告を
行い、国の有識者WGから評価を受けることができた。また、
後継計画として策定する地球温暖化対策実行計画（区域施策
編）の原案を市民、有識者とともに策定することができた。

・環境モデル都市アクションプランの進捗管理を行う。
・計画の総括として内閣府に計画期間全体の実績を報告
　なお、環境モデル都市アクションプラン計画期間を終えた
　ことから、来年度に向けて新たな計画として、地球温暖化
　対策実行計画（区域施策編）を策定する。
・計画改定に向けてより詳細、簡易で新たな温室効果ガス排
　出量推計手法を検討する。

５月　温室効果ガス排出量推計WG開催
７月　第２回地球温暖化対策実行計画策定懇話会開催
９月　第３回地球温暖化対策実行計画策定懇話会開催
10月　第４回地球温暖化対策実行計画策定懇話会開催
　　　環境モデル都市アクションプラン実績内閣府報告
11月　第５回地球温暖化対策実行計画策定懇話会開催
１月　環境モデル都市アクションプランWGヒアリング
２月　第６回地球温暖化対策実行計画策定懇話会開催
３月　地球温暖化対策実行計画（区域施策編）原案策定

継続

環境モデル都市アクションプラン進行管理事業

一部委託

01-040107-14 地球温暖化対策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成26年度～令和元年度

地球温暖化対策の推進に関する法律

つくば環境スタイル“SMILe（つくば市環境モデル都
市行動計画）

　つくば環境スタイル“SMILe” の目標である2030年に市民
一人あたりのCO2の50％削減の達成に向けて、計画に掲げら
れた施策を円滑に進めるため。また、低炭素社会の先行的な
モデルを具体的に分かりやすく示し、情報発信を行うという
環境モデル都市としての役割を果たす。

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

法定＋任意

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

624

生活環境部環境政策課

計画管理係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

       7,952       15,875

3

4

2

-

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

法令等により、市の実施が定められている。又は、今年度で事業が終了する。

         1.00          1.00

        37.05        124.00

有 無

       7,149        7,089

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         803        8,786            0            0

         803        8,786            0            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

可能な限り様々な視点から、様々な事業にアプローチをする。

先導的な事業は、ニーズやプロセスの実証から必要であり、
実証された後も課題が発生することが多い。
先導的な事業の成果を出すためには、あらゆる課題の克服が
必要となるため、成果につながりにくいことが課題である。

・つくば３Ｅフォーラムの研究や、企業、大学・研究機関、
　他自治体、国・県等との共同研究等の場での協議に加わ
　り、組織を超えた関係者による学習、検討、研究、企画等
　を進めて、つくば市域への具現化を誘導する。

新たな取組として宅配便の再配達の抑制事業の具体化を検討
した。

・先導的モデル事業を新たな地球温暖化対策実行計画策定の
　中で企画立案する。
・現状で筑波大学、ヤマト運輸等と共同で実施している宅配
　ロッカー事業について、継続して調査を進める。

・筑波大学、ヤマト運輸と宅配便の再配達の抑制に関して協
議を行い、宅配ロッカーの認知度調査を広報つくば８月号で
実施した。その後は、両社との協議がうまくいかず、連携が
取れていない。
・新たに策定した地球温暖化対策実行計画では大学・研究機
関とのコミュニケーションツールの構築や省エネ効果のモニ
タリング結果の活用など新規事業を検討した。

継続

つくば環境スタイル行動計画における先導的施策の推進事業

職員のみ

01-040107-14 地球温暖化対策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成26年度～令和元年度

つくば環境スタイル“SMILe（つくば市環境モデル都
市行動計画）

　つくば環境スタイル“SMILe” の実現に向けて地域エネル
ギーネットワークなどの先導的なビジネスモデルの開発、低
炭素化技術の開発・研究、つくばの研究開発成果が排出削減
に貢献している部分にクレジットを認めるような新たな制度
研究など、先導・モデル的な取組を進め、つくばで具現化さ
せる。

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

625

生活環境部環境政策課

計画管理係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

         857        1,417

3

4

1

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

民間等への移管を検討する必要がある。

継続して実施する必要がある。

         0.10          0.20

        31.75         20.75

無 無

         785        1,408

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

          72            9            0            0

          72            9            0            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

育成事業としての受講者及び修了者が少数になっていること、認定されたマイスターの活用について検討が必要なことか
ら、令和２年度においてはマイスター育成事業ではなく、マイスター活用事業として認定されたマイスターが環境活動の
リーダーとして活躍できる場を提供する。

受講者及び修了者が少数となっている。
認定されたマイスターの更なる活用について検討が必要。

・環境に関する年間テーマについて、年５回の講義を実施す
　る。
・各講義終了後に課題レポート、総括レポートを提出し、認
　定申請要件を満たした者は、マイスター認定審査を実施す
　る。

環境マイスター育成事業に関する事業及び支援を計画どおり
実施し、今年度の修了者は１名であった。
環境マイスターの会の活動により市民が自然環境について知
識を得るとともに豊かな自然を保全する意義を考える機会の
提供ができた。

６月～10月　年間講義
３月　認定証授与式
通年　マイスターの会に関する活動支援

環境マイスター育成事業（受講者２名）
・6/16　第１回講義（２名）
・7/28　第２回講義（１名）
・8/20　第３回講義（１名）
・9/29　第４回講義（１名）
・10/27 第５回講義（１名）

環境マイスターの会
・筑波山里山ウォーク(4/20)として自然見学会を実施

継続

つくば市環境マイスター育成事業

職員のみ

01-040107-12 環境教育に要する経費

        17.0

         0.0

        18.0

         0.0

        20.0

         0.0

        24.0

         0.0

        27.0

         0.0

        28.0

         0.0

         0.0

         0.0

第２次つくば市環境基本計画

　地域社会における環境活動のリーダー的役割を担う人材を
育成するため。

１級認定者数

１級認定者の延べ人数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

        17.0

         0.0

        18.0

         0.0

        21.0

         0.0

        24.0

         0.0

        27.0

         0.0

        28.0

         0.0

        28.0

         0.0

任意的事務

■

■

■

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

627

活動指標

生活環境部環境政策課

推進係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・講師謝礼：48千円
・筑波山ｹｰﾌﾞﾙｶｰ、ﾛｰﾌﾟｳｪｲ代：12千円
・傷害保険料：21千円

       2,399        2,161

維持

2

4

2

1

今後は減少すると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

事業の継続について検討する必要がある。

         0.30          0.30

        82.50         45.00

無 無

       2,323        2,146

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

          76           15           81            0

          76           15           81            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

新規出展団体及び来場者の増加を目指し、企画内容等の充実を図る。

出展団体について同じ団体となっているため、新規出展団体
を増やす方法について検討が必要である。また、来場者を増
加させるための企画等の検討も必要である。

市民団体、研究機関、行政等が公開する様々な環境に関する
活動について来場者に楽しみながら学んでもらうフェスティ
バルの企画立案及び運営を実施する。

来場した市民に対して、楽しみながら「科学」と「環境」に
係る興味や関心を高めることができた。

・つくばサイエンスコラボ2019(つくば環境フェスティバル)
　の開催
　開催予定日：11月16日、17日

8/30　　出店希望者取りまとめ
9/13　　広報つくば11月号　掲載依頼
10/10　 出展者説明会開催
11/16、17　つくばサイエンスコラボ実施
　　　　　(来場者数約17,000人）

継続

つくば環境フェスティバル事業

一部委託

01-040107-15 つくば環境フェスティバル開催に要す

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

    15,000.0

         0.0

    17,000.0

         0.0

         0.0

         0.0

環境に配慮したライフスタイルの大切さを再認識してもらい
、自ら行動する意欲を高める。

つくばサイエンスコラボ（つくば環境フェスティバル）の来場者数

来場者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

    15,000.0

         0.0

    15,000.0

         0.0

    15,000.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

628

成果指標

生活環境部環境政策課

推進係



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・消耗品費：247千円
・印刷製本費：390千円
・損害保険料：40千円
・会場設営委託料：2,420千円
・駐車場使用料：142千円
・資機材賃借料：429千円

       4,966        5,720

維持

3

4

2

1

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

事業の継続について検討する必要がある。

         0.25          0.30

       142.25        140.00

無 無

       2,118        2,380

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       2,848        3,340        3,668            0

       2,848        3,340        3,668            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

充電器設置準加盟店契約及び急速充電サービスの運用委託については、契約延長についての情報収集を実施する。また、
急速充電器の適正な維持管理を継続するとともに、クリーン自動車購入補助金の財源確保に努める。

充電器設置準加盟店契約及び急速充電サービスの運用委託が
令和４年度までとなっているため、契約延長へ向けての情報
収集が必要である。また、市民へのEV化推進を図るため、ク
リーン自動車購入補助金の財源確保が必要である。

・市内３か所の急速充電器の適切な管理を行い、市域におけ
　るEVの利便性の向上を図る。

急速充電器の円滑な利用を維持したことで、低炭素車（EV）
使用者に利便性を提供できた。

市内３箇所（つくば市役所、筑波交流センター、茎崎交流セ
ンター）の急速充電器の継続的な維持管理を実施する。

市内３箇所（つくば市役所、筑波交流センター、茎崎交流セ
ンター）の急速充電器の継続的な維持管理を実施した。
急速充電器の利用件数は、6,347件であった。

継続

EV等普及促進事業

職員のみ

01-040107-25 低炭素な街づくりの推進に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

     5,785.0

         0.0

     6,347.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば環境スタイル“SMILe（つくば市環境モデル都
市行動計画）

　市域における低炭素化を目的として、EV等の普及促進を図
る。

市内３箇所（つくば市役所、筑波交流センター、茎崎交流センター）における急速充電器の利用件数

急速充電器利用件数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

     3,600.0

         0.0

     6,000.0

         0.0

     6,200.0

         0.0

任意的事務

Ⅲ 1 1 低炭素化の推進

□

□

■

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

621

活動指標

生活環境部環境政策課

推進係

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・急速充電器電気料：2,319千円
・コムス修繕料：60千円
・急速充電器修繕料：110千円
・検査手数料：61千円
・火災保険料：48千円
・急速充電器保守点検委託料：483千円
・急速充電器運用事務委託料：740千円

       4,453        5,229

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.25          0.30

         5.50          5.50

無 無

       1,779        2,049

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       2,674        3,180        3,791            0

       2,674        3,180        3,791            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

電気の環境配慮契約に伴う差金を基金に積立てることで財源を確保し、実状に合った補助制度となるよう見直しを実施す
ることにより、適正に補助金を交付する。

低炭素ガイドラインに基づく補助金について財源を確保する
とともに、実状に合わせた補助制度（金額、件数等）となる
よう見直しが必要である。

環境配慮型住宅の整備やHEMSを通じたエネルギーの見える
化などを行う低炭素モデル街区を形成し、成果を発信する
ことで、低炭素まちづくりの面的な普及促進を図る。

低炭素ガイドラインに基づく補助金を交付したことにより、
低炭素住宅の普及促進に貢献することができた。

つくば市低炭素(建物・街区）認定事業を行い、低炭素ガ
イドラインに基づく(戸建・戸建以外）を要項に添って補
助金を交付する。
　低炭素（戸建レベル２）：５件、（戸建レベル３）：30件
　戸建以外：３件

ガイドライン補助金交付件数
　低炭素（戸建レベル２）：２件、（戸建レベル３）：38件

継続

コミュニティ型低炭素モデル街区整備事業

職員のみ

01-040107-25 低炭素な街づくりの推進に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         1.0

         0.0

         1.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば環境スタイル“SMILe（つくば市環境モデル都
市行動計画）

　低炭素モデル街区をつくることでまちの低炭素化を図ると
ともに、低炭素社会づくりを先導するため。

環境配慮型住宅の整備やHEMSを通したエネルギーの見える化などを行う街区。同一事業として行う複数区画
のまとまりを１区画とし、当該目標年度に建築が開始された街区の数。

低炭素モデル街区の街区数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         1.0

         0.0

         1.0

         0.0

         1.0

         0.0

         1.0

         0.0

任意的事務

Ⅲ 1 1 低炭素化の推進

■

■

■

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

622

活動指標

Ⅲ 1 (2) 低炭素まちづくりの推進

生活環境部環境政策課

推進係

街区



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・低炭素街区認定検討委員派遣手数料：44千円
・低炭素ガイドラインに基づく認定補助金：28,000千円

      20,339       20,612

拡充

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.75          0.70

        48.00         48.00

無 無

       5,413        4,868

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

市民のニーズが多く、より多くの市民に省エネを推進するため令和２年度は補助単価を下げ、件数
を増として実施する。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

      14,850       15,744       28,000            0

          76            0           44            0

      14,926       15,744       28,044            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

環境に関連する市の施策などについてナッジなどを活用し、サポーターが自ら行動することにつながる情報を発信してい
く。

サポーターの役割やいかし方について検討が必要である。

つくば環境スタイルサポーターズ会員を中心に、ニュース
レターやSNS等で市の環境関連情報の提供や環境に関する
イベントを実施する。（提供する事業　筑波山自然環境教
育事業、グリーンカーテンキャンペーン、エコドライブ、
小野川・桜川探検隊、エコクッキングなど。）

環境関連事業を実施できたことで市民の環境意識向上を図る
ことができた。

・サポーターズ会員の加入促進
・サポーターズニュース発行
・各種プログラム開催（エコプロ見学会、グリーンカーテン
　キャンペーン）

イベント開催時での啓発活動
・つくばフェスティバル(5/12)、まつりつくば(8/24、
　25）
プログラム開催
・グリーンカーテンコンテスト、次世代エネルギーパーク
　見学会、エコプロ見学会、リサイクルセンター見学会
サポーターズニュース発行（4月、6月、10月、１月）
サポーターズ新規加入者：281名
サポーターズ会員数：9,551名

継続

つくば環境スタイルサポーターズ事業

職員のみ

01-040107-14 地球温暖化対策に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

     9,129.0

         0.0

     9,813.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば環境スタイル“SMILe（つくば市環境モデル都
市行動計画）

　環境に関するイベントの実施等の啓発活動を行うことによ
り、つくば環境スタイルサポーターズ会員を中心とした市民
の環境意識の向上を図る。

個人会員数

サポーターズ会員数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

     9,000.0

         0.0

     9,500.0

         0.0

    10,000.0

         0.0

任意的事務

Ⅲ 2 1 環境意識の啓発

■

□

■

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

620

活動指標

生活環境部環境政策課

推進係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・消耗品費：1,398千円
・印刷製本費：318千円
・郵便料：878千円
・エコプロ見学会バス借り上げ料：118千円
・エコポイントカードシステム機器賃借料：185千円

       9,645        7,302

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.75          0.70

       117.00        117.00

無 無

       5,584        5,037

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       4,061        2,265        2,897            0

       4,061        2,265        2,897            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

新しい企画を立案し、参加者が市内全体の自然環境について学ぶ機会を提供できるよう事業を実施する。

新しい企画を検討し、新規の参加者が応募しやすい方法につ
いて検討が必要である。

・自然環境に関する観察会等を年間４回程度開催する。

筑波山の植物や水環境、山麓部の自然環境及び市の中心部に
残る森林について参加者が知る機会を提供するとともに、市
内の豊かな自然を保全する意義を考える機会の提供ができた
。

第１回（6/8）　つくばの里山を学ぶ
第２回（8/7）　霞ヶ浦～桜川～筑波山水源の森へ
第３回（10/12）筑波山のブナ林・広根場林道の野草
第４回（11/4） 蛇行河川と人々のくらし～小貝川・桜川

第１回（6/8）  つくばの里山を学ぶ
第２回（8/7）  霞ヶ浦～桜川～筑波山水源の森へ
第３回（10/12）中止(台風のため）
第４回（11/4） 蛇行河川と人々のくらし～小貝川・桜川
第５回（2/11） 筑波山山麓の湧水をめぐる

継続

筑波山自然環境教育事業

一部委託

01-040107-12 環境教育に要する経費

       182.0

         0.0

       126.0

         0.0

       126.0

         0.0

       129.0

         0.0

       104.0

         0.0

       114.0

         0.0

         0.0

         0.0

第２次つくば市環境基本計画

　筑波山を中心に市内の自然環境資源を活用することで身近
な自然環境について学ぶ。

自然環境教育事業への参加者数

自然環境教育事業参加者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

       120.0

         0.0

       100.0

         0.0

       100.0

         0.0

       100.0

         0.0

       100.0

         0.0

       100.0

         0.0

       100.0

         0.0

任意的事務

Ⅲ 2 1 環境意識の啓発

■

□

■

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

626

活動指標

67

生活環境部環境政策課

推進係

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・筑波山環境教育事業
　筑波山ｹｰﾌﾞﾙｶｰ、ﾛｰﾌﾟｳｪｲ代：30千円
・消耗品費：564千円
・印刷製本費：374千円
・障害保険料：30千円
・筑波山自然教育事業委託料：614千円
・筑波山自然環境教育バス賃借料：324千円
・水産多面的機能発揮対策事業：213千円

      10,126        7,364

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.75          0.70

       142.25        140.00

無 無

       5,646        5,094

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       4,480        2,270        2,149            0

       4,480        2,270        2,149            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度


